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魚類にとってリン（以下「Ｐ」と表記）は

 

生体内における骨組織形成，代謝活動などで

 

重要な役割を担うことから，必須ミネラルの

 

一種と考えられていますが，魚類はＰを環境

 

水中から僅かしか吸収できないため，飼料中

 

にＰを添加する必要があります。一方，養殖

 

現場水域のＰによる環境汚染が深刻な社会問

 

題になっており，その主原因の一つは飼料中

 

のＰが吸収されず糞として排泄されたためと

 

考えられています。よって，魚の成長および

 

環境負荷軽減を考慮して過不足のないＰの飼

 

料中への添加が望まれています。

本研究では，飼料中リン酸源がマダイ稚魚

 

のＰおよびタンパク質の消化吸収率に及ぼす

 

影響を明らかにするため，第一，第二および

 

第三のリン酸カルシウム（1P-Ca，2P-Caおよ

び3P-Ca) ，第一，第二のリン酸ナトリウムおよ

 

びカリウム（1P-Na，2P-Naおよび1P-K，2P-K) ，

 

ならびにフィチン酸カルシウム（Ca-phy)をＰ換

 

算でマダイの要求量だけ含む飼料を作製して給

 

与し，糞のＰ濃度を測定して消化吸収率を算出

 

しました。その結果，1P-Ca，1P-Na，2P-Na，

 

1P-Kおよび2P-K区のＰ吸収率は高いが，2P-Ca，

 

3P-CaおよびCa-phy区は低く（図左），Ca-phy 
区ではタンパク質の消化吸収率も低いことが明

 

らかになりました（図右）。リン吸収率から考

 

慮するとマダイ稚魚用飼料に添加するリン酸は

 

1P-Ca，1P-Na，2P-Na，1P-Kおよび2P-Kが適

 

しており，2P-Ca，

 

3P-CaおよびCa-phyは適さ

ないと考えられました。

また養魚飼料の主原料であ

 

る魚粉中には多量のＰが含ま

 

れており，その殆どが3P-Ca 
であること，加えて同様に飼

 

料原料として用いられている

 

植物性物質には，Ｐ含有量自

 

体は魚粉より極めて少ないも

ののCa-phyが多いことから，

 

これら飼料原料自体に含まれ

 

るＰの吸収率は高くないこと

 

が示唆されました。

以上のことから，次世代の飼料には上述し

 

た吸収率の高いリン酸源を添加するとともに

 

可能な限り魚粉配合量を低くすることが望ま

 

れます。


